
「平和の鐘」2026 年 6 月号（1） 

２０２６年はアシジの聖フランシスコ帰天８０

０年にあたります。私が初めて読んだ聖人も

のの本はチェラノのトマスによる『アシジの聖

フランシスコの第一伝記』でした。とても良い

本だったので、そのあと私は、聖フランシスコ

はもちろん、他の聖人たちの本も読みあさる

ようになりました。聖人たちはキリストに従っ

て生きることがどれほど素晴らしいかを教え

てくれました。聖人たちの深い信仰と心の喜

び、そして成し遂げられた偉業は、今も変わ

らず私たちキリスト信者の模範であり、また

励ましです。聖人たちのことを知らないという

のは本当にもったいないです。かつてはたく

さんあった聖人ものの本が、今やほとんど絶

版になり、手に取りづらくなっていることは、

日本のカトリック教会にとって大きな損失だと

思います。皆様も教会の図書の中でそれらを

見つけられましたら、大事に読まれることをお

勧めします。 

さて、聖フランシスコは清貧を愛した聖人と

しても知られています。彼はこう言いました。

「清貧は天上の徳で、それによって人はあら

ゆるこの世のはかない物を征服し、それによ

って魂はすべてのじゃまものを取り除かれ、

自由に永遠の神と一致できるのです。清貧

は、それによってわたしたちの魂が生前から

天上で天使と語りあえる力です。それはキリ

ストについて十字架まで行かせ、キリストとい

っしょに葬らせ、キリストとともに復活させ、キ

リストとともに天国へ行かせます。そして、生

前にも失われた魂に、天上に昇る力を与える

のです。なぜなら清貧は友情、謙遜、隣人愛

の武器をもっているからです。だからわたし

たちは、自らこの福音の真珠を心から愛し

た、キリストの聖なる使徒たちのところに行っ

て祈りましょう。」（『聖フランシスコの小さき

花』 講談社） 

聖フランシスコは神を得るためにこの世の

富への執着を喜んで捨てました。聖フランシ

スコは誰よりも貧しかったのですが、誰よりも

富んでいました。無限の神が彼の取り分とな

り、神が彼の心を満たしてくださったからで

す。キリストと一つになることができた彼は天

上の喜びに満ち溢れていました。 

私たちも彼と同じになりますように。 

 

聖フランシスコ年 
星野倫淳神父 



「平和の鐘」2026 年 6 月号（2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語ミサ・ベトナム語ミサそれぞれの枝の主日が行われました。 

国際グループ・老若男女豊かで幟のパワーを感じました。 枝の主日   ３/２９ 

4 月 12 日、８人の子供たちが初

聖体を受けました。 

シスター木村と共に 1 年間、神さ

まのこと、ご聖体のこと、お祈り

のことなど、多くのことを学んだ

ことと思います。この日を迎えら

れたのは、子どもたち自身の頑張

りはもちろん、優しく導いてくだ

さったシスター、ご家族、そして教

会の皆さまの支えがあったからこ

そだと思います。 

これからも神さまの愛に包まれな

がら、一人ひとりがそれぞれの歩

みを大切にし、優しさと感謝の心

を忘れず成長していかれますよう

お祈りしています。 
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2026 ご復活祭の日本語・英語・べトナム語ミ

サに合計 800 名の方が参加してご復活を祝

いしました。 

ご復活家族デーも多くの方が参加してくださ

り楽しいひと時になりました。 

ご復活＆家族デー 

４/５ 

フィリピングループはご復活祭用卵 600 個、サラームは手作りクッキーを準備してくださいました。 

いろんな方の準備に感謝！！ 

中国地方を中心に、ベトナム青年

と共に歩み信仰養成してくださ

ったテェ神父さまに感謝の送別

会をしました。 

テェ神父さま 
ありがとうございました！ 
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編集後記  
生成 AIで作られた画像や

映像は本物と見分けが使い
ない精度になっている。 

でもいくら綺麗でも感動は伝わら
ないのは、写真と違って心がこもっ
ていないからだと思う。日頃目や
耳にする情報も本物かどうか、心
の目で確かめたいですね。 (ひ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カトリック幟町教会 
 

〒730-0016  広島市中区幟町 4 番 42 号 
電話     082-221-0621 
ファクス   082-221-8486 
ホームページ http://noboricho.catholic.hiroshima.jp 

ミサの時間 
日曜日 7:30、9:30、14:30～（英語） 
第 1 日曜日 15:00（ポルトガル語） 
第 4 日曜日 11:30（ベトナム語） 
月の最後の日曜日 17:00（スペイン語） 
平日 7:00  金曜日 7:00、10:00 
土曜日 7:00、18:00（主日） 

主任司祭 瀧井英昭神父  助任司祭 星野倫淳神父  シスター 木村恭子（援助修道会） 

 

受洗おめでとう

ございます 
 （4 月 12 日） 

 

幟町教会の手話グループでは、月に一度、土曜日

の午後に「手話サロン」を開き、聞こえない・聞こえ

るに関係なく、手話が好き、手話に関心がある、学

んでみたい方が集まっています。 

手話ってちょっと興味あるけど、どんな感じなのか

な？という初めての方、どなたでもご参加いただ

けます。 

手話のゲームや遊びを通して楽しく手話の世界と

出会い、カトリックのお祈りや聖歌の手話も練習し

ています。 

教会掲示板やロビーのチラシで日程をご確認の

上、いつからでも気軽に自由にご参加ください。。 

 

次回は７月 11 日(土)13:30 からです。 

手話に興味がある方、「手話サロン」に遊びに来て

ください。お待ちしています！ 


